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１．実施要領 

１）対象科目

全ての授業形態（講義ҧ演習ҧ実験ҧ実技ҧ実習）の科目をアンケート対象とする。但し、受講者数 5 名未満の科目は担当教員が実施の可否

を判断する。また、対象科目の選定に関する担当教員の希望はとらない。 

２）実施期間

●前期：2022 年  7 月 11 日（月）～2022 年 8 月 6 日（土）

●後期：2022 年 12 月 13 日（火）～2023 年 2 月 6 日（月）

３）質問項目 ※前期ҧ後期とも設問及び回答群の内容は同じ。一部、システム上の都合により異なる箇所は、後期にあわせた。

◯設問１：【1a】実施された授業は、この科目のシラバス通りでしたか。次の選択肢から 1 つを選んでください。（選択式：択一）

◯回答群

ａ：シラバス未読のため、判断できない

ｂ：シラバスと異なっていたが、その合理的な理由が教員から説明された

ｃ：シラバス通りだった

ｄ：ほぼシラバス通りだった

ｅ：シラバスとかなり異なっていた

ｆ：シラバスと全く異なっていた
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◯設問２：【1b】試験ҧレポートҧ小テストҧ研究発表など成績評価の機会について、1 つを選んでください。（選択式：択一）

◯回答群

ａ：学期中に複数回設けられていた

ｂ：学期中に 1 回しか設けられていなかった

ｃ：全く設けられていなかった

◯設問３：【1c】成績評価の方法や基準は、この科目のシラバス通りでしたか。次の中から 1 つを選んでください。（選択式：択一）

◯回答群

ａ：シラバスに記載された通りだった

ｂ：シラバスの記載と異なっていたが、教員から合理的な説明があった

ｃ：シラバスの記載と異なっていたが、それについて教員からの説明はなかった

◯設問４：【2a】授業の開始時刻について、次の選択肢から 1 つを選んでください。（選択式：択一）

◯回答群

ａ：正確だった

ｂ：ほぼ正確だった

ｃ：不正確だった

ｄ：全く不正確だった
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◯設問５：【2b】授業終了時刻について、次の選択肢から 1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：正確だった 

ｂ：ほぼ正確だった 

  ｃ：不正確だった 

ｄ：全く不正確だった 

 

◯設問６：【2c】授業中に学生が考察するҧ体験する機会について、1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：機会が設けられていた 

ｂ：全く設けられていなかった 

 

◯設問７：【2d】授業中や授業外の時間に、学生が意見を書くҧ述べる機会について、1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：機会が設けられていた 

ｂ：全く設けられていなかった 

 

◯設問 8：【2e】授業中や授業外の時間に学生が質問する機会や手段について、1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：機会や手段が設けられていた 

ｂ：全く設けられていなかった 
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◯設問９：【2f】学生からの意見や質問があった場合の教員の対応について、1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：教員は適切に対応した 

ｂ：教員は対応しなかった 

ｃ：教員は不適切な対応をとった 

 

◯設問 10：【3a】実施された授業について、あてはまるものを全て選んでください。（選択式：複択） 

◯回答群 

ａ：15 回の授業が順序立てて構成されていた 

ｂ：各回の授業内容が整理されていた 

ｃ：授業の進め方に工夫がされていた 

ｄ：説明がわかりやすかった 

ｅ：例がわかりやすかった 

 

◯設問 1１：【3b】授業で用いられた教材について、あてはまるものを全て選んでください。（選択式：複択） 

◯回答群 

ａ：画像ҧ文字映写（パワーポイントなど）や板書は、授業の理解に役立った 

ｂ：画像ҧ文字映写（パワーポイントなど）や板書は、授業の理解に役立たなかった 

ｃ：教材（教科書ҧ参考書ҧ配付資料ҧ視聴覚コンテンツなど）は、授業の理解に役立った 

ｄ：教材（教科書ҧ参考書ҧ配付資料ҧ視聴覚コンテンツなど）は、授業の理解に役立たなかった 
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◯設問 12：【4a】この授業が求めている予習へのあなたの取り組みについて、1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：シラバス未読のため、この授業がどの程度の予習を求めているのか承知していない 

ｂ：予習が求められていることは理解していたが、予習しなかった 

ｃ：シラバスで求められた通りの予習を心がけた㣃行なった 

 

◯設問 13：【4b】この授業が求めている復習へのあなたの取り組みについて、1 つを選んでください。（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：シラバス未読のため、この授業がどの程度の復習を求めているのか承知していない 

ｂ：復習が求められていることは理解していたが、復習しなかった 

ｃ：シラバスで求められた通りの復習を心がけた㣃行なった 

 

◯設問 14：【5a】あなたは、この授業の「学生の行動目標ҧ到達目標」をどの程度達成できたと思いますか。1 つを選んでください。 

（選択式：択一） 

◯回答群 

ａ：シラバス未読のため、この授業の「学生の行動目標ҧ到達目標」を承知していない 

ｂ：完全に達成できた 

ｃ：ほぼ達成できた 

ｄ：あまり達成できなかった →できなかった理由について、あなたの考えを述べてください。 

ｅ：全く達成できなかった →できなかった理由について、あなたの考えを述べてください。 
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◯設問 15：《続き 1》設問 14.【5a】で「あまり達成できなかった」を選んだ場合の記述欄（自由意見） 

 

◯設問 16：《続き 2》設問 14.【5a】で「全く達成できなかった」を選んだ場合の記述欄（自由意見） 

 

◯設問 17：【5b】この授業を通じたあなた自身の成長について、あてはまるものを全て選んでください。（選択式：複択） 

 

◯回答群 

ａ：この授業を通じて自身が成長できたとは感じない 

ｂ：この授業で学んだことについて、もっと詳しく学びたいと思った 

ｃ：この授業がきっかけになって自分で調べたり学んだりするようになった 

ｄ：他の科目や分野にも興味や関心が出てきた 

ｅ：もっと広く㣃深く学びたくなった 

ｆ：深く㣃論理的に考察できるようになった 

ｇ：その他（自由記述） 

 

◯設問 18：《続き》設問 17.で、「その他（自由記述）」を選んだ場合の記述欄（自由意見） 
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◯設問 19：【5c】この授業の「学生の行動目標ҧ到達目標」とは直接関係がなくても、この授業を通じて間接的にあなた自身が成長したと 

感じることがあれば、あてはまるものを全て選んでください。（選択式：複択） 

◯回答群 

ａ：特に自身が成長できたとは感じることはない 

ｂ：新しい知識や技能を修得できた 

ｃ：授業で得た知識や技能を実際に活用しようと思うようになった 

ｄ：自分自身の視野が広がった 

ｅ：自分の意見とは異なる意見にも耳を傾けられるようになった 

ｆ：自分の考えを確かに持つことができるようになった 

ｇ：社会に貢献している自分の将来像を思い描けるようになった 

ｈ：他者との関わりにおいて自らを律することの重要さを学んだ 

ｉ：授業で修得したことを社会で役立てられる自信がついた 

ｊ：特別な技術や技能、資格などの基礎を身に付けることができた 

ｋ：社会や他者のために役立てられる資質を身につけることができた 

 

◯設問 20：【6】「この授業の教育目標を受講者が達成することを支援するために、担当教員がさらに努力すべき課題」があれば、助言をお願

いします（自由記述）。（自由意見） 
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４）集計方法ҧ区分 

  アンケート結果の集計は、以下の区分で集計する。 

   Ȭ 授業科目区分別（全学共通科目、学部共通科目、学科科目、教職ҧ資格科目） 

   ȭ 授業形態別（講義ҧ演習ҧ実験ҧ実習） 

   Ȯ 受講者数別（０～20 人、21～50 人、51～100 人、101～200 人、201 人以上） 

   ȯ 担当教員所属の学部別 

   Ȱ 担当教員所属の学科ҧ全学共通教育 

   ȱ 個人別 
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２．集計結果 

 

１）対象科目数ҧ回答者数 

●前期： 対象科目数 2543  回答者数 21916（延べ数） 

●後期： 対象科目数 2261  回答者数 12417（延べ数） 

 

２）集計結果 

前期ҧ後期における全体および学部別の集計結果 

 

※次頁以降 
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